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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークがサービスする移動局のためのリソースリクエストを受信するステップと
、
　移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別するステップと、
　第１モードまたは第２モードのいずれかでの選択的な運用に従い、キャリア周波数の組
から無線リンクリソースを付与するためのキャリア周波数を選択するステップとを備え、
　第１モードにおいて、可能な場合に最低のソフトハンドオフ条件を満たし、移動局との
周波数の連続性を保持するキャリア周波数を選択し、可能でない場合、移動局のためのソ
フトハンドオフを最大にするキャリア周波数を選択するステップを備え、
　第２モードにおいて、移動局のためのソフトハンドオフを最大にするキャリア周波数を
選択するステップとを備えた、マルチキャリアＣＤＭＡネットワークにおいて移動局に無
線リンクリソースを付与する方法。
【請求項２】
　選択されたキャリア周波数において、１つ以上のＣＤＭＡチャンネルで無線リンクリソ
ースを付与するステップを更に含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別するステップ
が、リソースリクエストで識別されるＣＤＭＡチャンネルの少なくとも１つのサブセット
に関連するセルで使用されるキャリア周波数を識別することを含む、請求項１記載の方法
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。
【請求項４】
　前記移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別するステップ
が、移動局からレポートされるパイロット信号情報に対応するセル内で使用されるキャリ
ア周波数を識別することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別するステップ
が、前記移動局の少なくとも１つの現在のセルを含む、前記ネットワークのセルの一組で
使用されるキャリア周波数を識別することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　リソースリクエストに基づき検討すべきキャリア周波数の一組を識別するステップが、
前記移動局にサービスするのに潜在的に使用できるすべてのＣＤＭＡチャンネルのキャリ
ア周波数を識別することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項７】
　第１モードおよび第２モードにおいて、２つ以上のキャリア周波数が前記移動局に対す
るソフトハンドオフを最大にする場合、最良のセル間負荷条件を有するキャリア周波数を
選択することを含む、請求項１記載の方法。
【請求項８】
　２つ以上のキャリア周波数が同じように最良のセル間負荷条件を有する場合、デフォル
ト選択基準に基づき、かかるキャリア周波数のうちの一つを選択することを含む、請求項
７記載の方法。
【請求項９】
　最良のセル間負荷条件を有するキャリア周波数を選択するステップが、
　セルの一組における各キャリア周波数内の各ＣＤＭＡチャンネルに対するリソース負荷
を評価することと、
　セルの組の間の最も望ましい負荷条件を有するキャリア周波数を選択することとを備え
た、請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　リソースリクエストに基づき、セルの組を決定するステップを更に含む、請求項９記載
の方法。
【請求項１１】
　リソースがリクエストされたＣＤＭＡチャンネルに対応するセルの少なくとも１つのサ
ブセットを選択することをリソースリクエストに基づき、セルの組を決定するステップが
、含む、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記移動局の現在のセル位置に基づき、セルの組を決定するステップを更に含む、請求
項９記載の方法。
【請求項１３】
　前記移動局の現在のセル位置に基づき、セルの組を決定するステップが、前記移動局の
現在のセルおよび１つ以上の隣接セルを識別することを含む、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　セルの一組内の各キャリア周波数における各ＣＤＭＡチャンネルのためのリソース負荷
を評価するステップが、
　各キャリア周波数に対する最悪ケースのＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を決定するス
テップと、
　少なくとも最悪のＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を有するキャリア周波数をセルの組
の間の最も望ましい負荷条件を有するキャリア周波数として識別するステップとを備えた
、請求項９記載の方法。
【請求項１５】
　セルの一組における各キャリア周波数内の各ＣＤＭＡチャンネルのためのリソース負荷



(3) JP 4176078 B2 2008.11.5

10

20

30

40

50

を評価するステップが、
　各キャリア周波数に対する平均ＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を決定するステップと
、
　最低平均ＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を有するキャリア周波数をセルの組間の最も
望ましい負荷条件を有するキャリア周波数として識別するステップとを備えた、請求項９
記載の方法。
【請求項１６】
　ＣＤＭＡチャンネルに関連する１つ以上の無線基地局（ＲＢＳ）からのセルの一組内の
各周波数内のＣＤＭＡチャンネルに対するリソース負荷情報を受信するステップを更に含
む、請求項１記載の方法。
【請求項１７】
　前記リソースリクエストが通話発信に関連するか、またはハードハンドオフに関連する
かに基づき、第１モードまたは第２モードで選択的に作動するステップを更に含む、請求
項１記載の方法。
【請求項１８】
　システムの移動度に基づき、セルの組内に含まれるべき隣接セルの範囲を設定するステ
ップを更に含む、請求項１２記載の方法。
【請求項１９】
　複数のＣＤＭＡチャンネルで移動局にサービスするための１つ以上のＲＢＳへＢＳＣを
通信可能に結合するための無線基地局（ＲＢＳ）インターフェースと、
　ネットワークがサービスする移動局のためのリソースリクエストを受信し、
　移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別し、
　第１モードまたは第２モードのいずれかでの選択的な運用に従い、キャリア周波数の組
から無線リンクリソースを付与するためのキャリア周波数を選択し、
　第１モードにおいて、可能な場合に最低のソフトハンドオフ条件を満たし、移動局との
周波数の連続性を保持するキャリア周波数を選択し、可能でない場合、移動局のためのソ
フトハンドオフを最大にするキャリア周波数を選択し、
　第２モードにおいて、移動局のためのソフトハンドオフを最大にするキャリア周波数を
選択することに基づき、マルチキャリアＣＤＭＡネットワークにおいて移動局に無線リン
クリソースを付与するようキャリア周波数を選択するためのリソースコントローラとを備
えた、マルチキャリアＣＤＭＡネットワークにおいて使用するための基地局コントローラ
（ＢＳＣ）。
【請求項２０】
　前記ＢＳＣが、選択されたキャリア周波数において、１つ以上のＣＤＭＡチャンネルで
無線リンクリソースを付与する、請求項１９記載のＢＳＣ。
【請求項２１】
　リソースリクエストでリクエストされたＣＤＭＡチャンネルの少なくとも１つのサブセ
ットに関連するセルで使用されるキャリア周波数を識別することにより、前記ＢＳＣが、
前記移動局にサービスするために検討すべきキャリア周波数の一組を識別する、請求項１
９記載のＢＳＣ。
【請求項２２】
　移動局からレポートされるパイロット信号情報に対応するセル内で使用されるキャリア
周波数を識別することにより、前記ＢＳＣが、前記移動局にサービスするために検討すべ
きキャリア周波数の一組を識別する、請求項１９記載のＢＳＣ。
【請求項２３】
　前記移動局の少なくとも１つの現在のセルを含む、前記ネットワークのセルの一組で使
用されるキャリア周波数を識別することにより、前記ＢＳＣが、前記移動局にサービスす
るために検討すべきキャリア周波数の一組を識別する、請求項１９記載のＢＳＣ。
【請求項２４】
　前記移動局にサービスするのに潜在的に使用できるすべてのＣＤＭＡチャンネルのキャ
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リア周波数を識別することにより、前記ＢＳＣが、リソースリクエストに基づき検討すべ
きキャリア周波数の一組を識別する、請求項１９記載のＢＳＣ。
【請求項２５】
　第１モードおよび第２モードにおいて、２つ以上のキャリア周波数が前記移動局に対す
るソフトハンドオフを最大にする場合、前記ＢＳＣが、最良のセル間負荷条件を有するキ
ャリア周波数を選択する、請求項１９記載のＢＳＣ。
【請求項２６】
　２つ以上のキャリア周波数が同じように最良のセル間負荷条件を有する場合、前記ＢＳ
Ｃが、デフォルト選択基準に基づき、かかるキャリア周波数のうちの一つを選択する、請
求項２５記載のＢＳＣ。
【請求項２７】
　セルの一組における各キャリア周波数内の各ＣＤＭＡチャンネルに対するリソース負荷
を評価し、
　セルの組の間の最も望ましい負荷条件を有するキャリア周波数を選択することにより、
前記ＢＳＣが、最良のセル間負荷条件を有するキャリア周波数を選択する、請求項２５記
載のＢＳＣ。
【請求項２８】
　前記ＢＳＣが、リソースリクエストに基づき、セルの組を決定する、請求項２７記載の
ＢＳＣ。
【請求項２９】
　リソースがリクエストされたＣＤＭＡチャンネルに対応するセルの少なくとも１つのサ
ブセットを選択することにより、前記ＢＳＣがリソースリクエストに基づき、セルの組を
決定する、請求項２８記載のＢＳＣ。
【請求項３０】
　前記ＢＳＣが、前記移動局の現在のセル位置に基づき、セルの組を決定する、請求項２
７記載のＢＳＣ。
【請求項３１】
　前記移動局の現在のセルおよび１つ以上の隣接セルを識別することにより、前記ＢＳＣ
が、前記移動局の現在のセル位置に基づき、セルの組を決定する、請求項３０記載のＢＳ
Ｃ。
【請求項３２】
　各キャリア周波数に対する最悪ケースのＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を決定し、
　少なくとも最悪のＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を有するキャリア周波数をセルの組
の間の最も望ましい負荷条件を有するキャリア周波数として識別することにより、前記Ｂ
ＳＣが、セルの一組内の各キャリア周波数における各ＣＤＭＡチャンネルのためのリソー
ス負荷を評価する、請求項２７記載のＢＳＣ。
【請求項３３】
　各キャリア周波数に対する平均ＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を決定し、
　最低平均ＣＤＭＡチャンネルリソース負荷を有するキャリア周波数をセルの組間の最も
望ましい負荷条件を有するキャリア周波数として識別することにより、前記ＢＳＣが、セ
ルの一組における各キャリア周波数内の各ＣＤＭＡチャンネルのためのリソース負荷を評
価する、請求項２７記載のＢＳＣ。
【請求項３４】
　前記ＢＳＣが、リソース負荷評価において検討したＣＤＭＡチャンネルに関連する１つ
以上のＲＢＳから、ＲＢＳインターフェースを介してリソース負荷情報を受信する、請求
項２７記載のＢＳＣ。
【請求項３５】
　前記ＢＳＣがＲＢＳインターフェースを介した１つ以上のＲＢＳへのリソース問い合わ
せメッセージの送信に応答し、リソース負荷情報を受信する、請求項３４記載のＢＳＣ。
【請求項３６】
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　前記ＢＳＣがＲＢＳインターフェースを介した１つ以上のＲＢＳからの周期的なリソー
ス負荷メッセージの実施に基づき、リソース負荷情報を受信する、請求項３４記載のＢＳ
Ｃ。
【請求項３７】
　前記リソース負荷情報がリソース負荷評価の際に検討したＣＤＭＡチャンネルに対する
送信電力の利用可能性および拡散符号の利用可能性のうちの少なくとも一方を含む、請求
項３４記載のＢＳＣ。
【請求項３８】
　前記リソースリクエストが通話発信に関連するか、またはハードハンドオフに関連する
かに基づき、前記ＢＳＣが第１モードまたは第２モードで選択的に作動する、請求項１９
記載のＢＳＣ。
【請求項３９】
　前記ＢＳＣが、システムの移動度に基づき、セルの組内に含まれるべき隣接セルの範囲
を設定する、請求項３０記載のＢＳＣ。
【請求項４０】
　前記移動局からレポートされるパイロット信号情報に対応するセル内で使用されるすべ
てのキャリア周波数を識別することにより、前記ＢＳＣが、前記移動局に最初にサービス
するために潜在的に使用できるキャリア周波数として、キャリア周波数の組を識別する、
請求項２４記載のＢＳＣ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には無線通信ネットワークにおけるリソースの割り当てに関し、より
詳細には、例えば通話発信またはハードハンドオフ時においてユーザーを受け入れるため
の効率的なリソース割り当てに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信リソースは、有限であるので、所定のサービスエリアでサポートできる移動局また
は他の無線通信デバイス（ユーザー）の数は、限られる。例えば一定のサービスエリア（
セル）内では代表的な符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワークは少なくとも１つの「
ＣＤＭＡチャンネル」を使用する。これに関連し、１つのＣＤＭＡチャンネルは特定のキ
ャリア周波数におけるネットワークとユーザーとの間の順方向通信リンクと逆方向通信リ
ンクとの集合を示す。従って、ＣＤＭＡチャンネルは特定のＣＤＭＡキャリアと特定のセ
ルとの「交差点」と見なすことができる。
【０００３】
　順方向リンクでは、ＣＤＭＡチャンネル容量は特に利用可能な送信電力および利用可能
な拡散符号リソースによって制約される。ＣＤＭＡチャンネルでの各々のユーザーの個々
の符号マルチプレックストラヒックストリームに、順方向の全体のリンク送信電力のダイ
ナミックに変化する部分と、更に１つ以上の拡散符号を割り当てることにより、ＣＤＭＡ
チャンネルにユーザーを追加する。こうして特定のＣＤＭＡチャンネルでの特定のユーザ
ーに対する１つ以上の無線リンクを割り当てる能力は、そのチャンネルに対する電力およ
び符号リソースの利用可能性によって決まる。
【０００４】
　特定のセル内で利用できるＣＤＭＡチャンネルの数が増加すれば、セル内でサポートで
きるユーザーの数もかなり増すことになる。キャリア周波数を多く使用すれば、特定のセ
ル内で２つのＣＤＭＡチャンネルを使用することが可能となる。例えば特定のセル内でキ
ャリア周波数Ｆ１およびＦ２を使用すると、このセルに対して周波数Ｆ１の１つのＣＤＭ
Ａチャンネルおよび周波数Ｆ２の別のＣＤＭＡチャンネルが得られる。フレキシビリティ
を増すという観点から、必ずしもすべてのセルが多数のキャリア周波数を提供するわけで
はない。例えばダウンタウンの都市エリアにおけるセルのような所定のエリアは２つ以上
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のキャリア周波数で運用できるが、辺境のセルは１つのキャリア周波数だけで運用するか
もしれない。容量および接続の信頼性の目標を達成するのに必要に応じ、または望ましい
ように、複数のセル内における単一キャリアセルとマルチキャリアセルとの混合を調整し
ても良い。
【０００５】
　多数のキャリア周波数を使用した場合でも、追加された容量を効率的に利用し、ネット
ワークユーザーの全体から信頼できるように容量を利用できる能力を持つには現在のマル
チキャリアネットワークよりも、よりインテリジェントにリソースの付与を解決すればな
らない。例えば従来のマルチキャリアネットワークでは、特定のセル内に受け入れられる
ユーザーがそのセルにおける最小負荷のキャリア周波数に多かれ少なかれ割り当てられる
ように、限られたキャリア間負荷のバランスをとることができる。しかしながら、ユーザ
ーには隣接セルからのソフトハンドオフ時にサービスされるので、１つのセル内の相対的
なキャリア周波数負荷は、移動局をサポートするのに使用されるか、または使用できるセ
ル間の相対的キャリア周波数の負荷に関し、全く、またはほとんど示さない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　更に従来のネットワークは多数のＣＤＭＡチャンネル間の無線リンクの利用可能性を検
討することなく、移動局に対するソフトハンドオフを最大にするキャリア周波数でリソー
スを付与することなく、または最低限のソフトハンドオフ基準を満たすキャリア周波数を
少なくとも選択することにより、サービスの信頼性を高める機会を無効にしている。後に
明らかとなるこれらおよびそれ以外の理由から、マルチキャリアＣＤＭＡ環境において移
動局にリソースを付与するための改善された方法および装置が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明はマルチキャリアＣＤＭＡネットワーク、例えばＩＳ－２０００無線通信ネット
ワークにおいて、移動局へ無線リンクリソースを割り当てるための方法よび装置を提案す
るものである。特定の移動局に対してリクエストされた無線リンクリソースを付与するの
に２つ以上のＣＤＭＡキャリア周波数を割り当てできるようなシナリオにおいて、本発明
はリクエストされたリソースを付与するための特定のキャリア周波数を選択する基礎を提
供するものである。一実施例ではキャリア周波数選択方法は移動局に対する少なくとも最
低限のソフトハンドオフ基準を満たすように優先権を課す。別の実施例ではキャリア周波
数選択方法は利用できるキャリア周波数間でバランスのとれたリソースの利用を維持する
ように優先権を課す。当然ながら、本発明は本明細書で示すいくつかの選択方法の例にお
いて、これら優先権または他の優先権の種々の組み合わせに基づくキャリア周波数の選択
を可能にするものである。
【０００８】
　一般的に、例えば通話発信またはハードハンドオフに関連し、ネットワークのサービス
接続を望む移動局によりリソースリクエストが受信されるか、または他の方法でトリガー
される。一般に、リクエストはネットワーク内の特定のセルに関連するこれらチャンネル
の各々による無線リンクを望む１つ以上のＣＤＭＡチャンネルを明示的または暗黙に識別
する。移動局は通常、単一キャリア周波数でリソースをリクエストするが、ネットワーク
はリソースリクエストに関連する１つ以上のセルで利用できる他のすべてのキャリア周波
数の知識を有する。従って、ネットワークは１つ以上のキャリア周波数の一組を識別し、
移動局にリクエストされた無線リンクリソースを付与する際に、これら周波数のうちのい
ずれかを使用でき、次にネットワークは移動局に無線リンクリソースを付与するために使
用すべきこの組からの特定のキャリア周波数を選択する。
【０００９】
　少なくとも最低限のソフトハンドオフ基準を満たすことを強調すると、キャリア周波数
選択方法の一例は可能な場合に最低限のソフトハンドオフ基準を満たし、移動局との周波
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数の連続性を保持するか、または移動局に対するソフトハンドオフを最大にするキャリア
周波数で無線リンクリソースを付与する。２つ以上のキャリア周波数はソフトハンドオフ
を最大にする場合、最良のセル間負荷条件を有するキャリア周波数を選択することによっ
て選択案は更に狭くなり得る。２つ以上のキャリア周波数が同等な最良のセル間負荷条件
を有する場合、選択案は追加選択基準を使用し、例えばデフォルト周波数選択をすること
により、１つのキャリア周波数に狭くし得る。
【００１０】
　かかるキャリア周波数選択の一例として、最新のＩＳ－２０００規格（ｃｄｍａ２００
０）に基づくＣＤＭＡネットワークはソフトハンドオフへの通話の受け入れ（ＣＡＳＨ）
をサポートしており、この通話受け入れでは移動局からの発信メッセージに応答し、（同
一のキャリア周波数の）２つ以上のＣＤＭＡチャンネルで移動局に無線リンクリソースを
付与できる。本明細書ではハードハンドオフ（ＨＨＯ）を実行する移動局に対する同様な
ソフトハンドオフへの受け入れプロセスが定められている。従って、通話発信とＨＨＯの
双方に対する受け入れプロセスはソフトハンドオフ（ＳＨＯ）でネットワークに移動局が
受け入れられるよう、２つ以上のＣＤＭＡチャンネルの順方向リンクでリソースを付与し
、よってフェージングに対する抵抗力を改善することにより、接続の信頼性を高めらるこ
とができる。
【００１１】
　ＳＨＯの受け入れに関連し、受け入れが通話発信から生じたものか、またはＨＨＯから
生じたものかにかかわらず、本発明の一実施例は、まず最低限のＳＨＯ基準を満たすキャ
リア周波数の組、例えば移動局にサービスするのに使用できる２つ以上のＣＤＭＡチャン
ネルを提供するキャリア周波数を識別する。リソースリクエストがＨＨＯに関連する場合
、ネットワークは移動局に対するＳＨＯを最大にする、例えば移動局に対して無線リンク
を付与できるＣＤＭＡチャンネルの最大数を提供するキャリア周波数（単数または複数）
を識別する。かかる２つ以上のキャリア周波数が存在する場合、ネットワークは例えばこ
れらキャリア周波数のうちのどれが最も好ましいセル間負荷条件を有するかを識別するこ
とにより、および／または他の選択基準、例えばデフォルト選択基準を使用することによ
り、周波数の選択を更に狭める。
【００１２】
　受け入れが移動局のＨＨＯではなく、通話発信に関連する場合、選択の優先権を変更で
きる。これに関連し、移動局は特定のキャリア周波数内の特定のＣＤＭＡチャンネルへ発
信メッセージなどを送信する。従って、発信メッセージを送信する際に移動局が使用する
ことにより特定のキャリア周波数は移動局との通信に適したものであることが実証済みで
ある。このように、まず最低限のＳＨＯ基準を満たすキャリア周波数の組を識別するよう
に、キャリア周波数選択方法を変更する。次に、組内に２つ以上のかかるキャリア周波数
が存在する場合、ネットワークは組内の周波数が発信メッセージのために移動局によって
使用されたかどうかを判断し、使用されている場合、ネットワークは無線リンクリソース
を付与するためにそのキャリア周波数を選択する。この選択方法を本明細書では移動局と
の「周波数の連続性保持方法」と称す。周波数の連続性の保持が可能でない場合、選択方
法はＳＨＯを最大にすることを試みて、必要であればセル間負荷バランスおよび／または
上記その他の基準を使って周波数選択案を狭める。
【００１３】
　ソフトハンドオフ基準を検討する際に、ネットワークは移動局とサービスするのに使用
できる種々のキャリア周波数内のＣＤＭＡチャンネルを検討することに留意されたい。し
かしながら、検討中のキャリア周波数の組にわたるセル間負荷を評価する際に、ネットワ
ークは少なくとも当初は移動局にサービスするのに使用されない１つ以上のキャリア周波
数におけるＣＤＭＡチャンネルを検討できる。すなわちネットワークはまず最初に移動局
がサービスを受けるセル（単数または複数）に隣接するセル、これら隣接するセルの隣接
するセルなどにおけるＣＤＭＡチャンネル上の負荷条件を評価できる。
【００１４】
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　移動局にサービスすることに直接関連するセル（単数または複数）を超えるように、セ
ル間のマルチキャリア負荷評価を拡張するこのような能力によってネットワークが移動局
の受け入れ後のセル間の移動または移動局の移動を可能にするよう、キャリア周波数にわ
たるセル間の負荷をバランスさせることができる。特定の細部にもかかわらず、キャリア
周波数にわたるセル間の負荷の評価によってネットワークは最も好ましいセル間の負荷条
件を有するキャリア周波数において、リソース（利用できる場合）を付与でき、よってネ
ットワークはセルの所定の組（隣接セル）に対する多数のキャリア周波数にわたる容量の
利用率をバランスさせるように働く。かかる方法を本明細書では「セル間マルチキャリア
負荷バランス方法」と一般に称す。
【００１５】
　セル間マルチキャリア負荷バランスに関してより詳細に説明すれば、各セルは複数の移
動局にサービスするために少なくとも１つのＣＤＭＡチャンネルを提供する。セルが多数
のキャリア周波数を使用する場合、セルは一般に１つのキャリア周波数につき１つのＣＤ
ＭＡチャンネルを提供する。これらＣＤＭＡチャンネルの各々は一定のリソースで作動し
、この一定のリソースは一度にサービスできる個々の移動局（ユーザー）の数を制限する
。例えば各ＣＤＭＡチャンネルにおける順方向リンク、すなわちネットワークから移動局
への送信は、そのチャンネルに割り当てられている全順方向リンク送信電力によって制限
される。チャンネルでの各ユーザーの無線リンクは利用できる全電力のうちの変化する部
分を消費するので、割り当てられる電力の量、すなわちそれと等価的には、残っている電
力量は少なくとも部分的にチャンネルの現在のリソースの負荷を表示する。
【００１６】
　同様に、各ＣＤＭＡチャンネルはチャンネルの順方向リンクでの異なるユーザーに対す
る個々の情報ストリームを符号多重化するための一定の数の拡散符号を有する。残りの拡
散符号の利用可能性、すなわちこれと均等な割り当てられた符号の現在の数は、チャンネ
ルの現在のリソース負荷を少なくとも部分的に示す。従って、各周波数のセル間負荷条件
の評価は、ある定められた組のセルにわたる、その周波数における各ＣＤＭＡチャンネル
の電力および／または符号リソース負荷を評価することになる。この目的のために、ネッ
トワークは電力負荷、符号利用率、これらのある組み合わせ、例えば合計などに基づき、
各ＣＤＭＡチャンネルに対する負荷メトリックを計算できる。理解できるように、かかる
負荷評価は移動局にサービスするのに少なくとも当初使用されないＣＤＭＡチャンネルを
検討できる。一般に、リソースが付与されるチャンネルを含むセルを超えて、検討すべき
セルの範囲は、システムの「移動度」に関連し得る。
【００１７】
　それにもかかわらず、セル間マルチキャリア負荷バランスの場合、ネットワーク内で利
用できる各キャリア周波数に対してＣＤＭＡチャンネルの負荷をバランスさせるか、また
はセルの特定の組における利用可能なキャリア周波数にわたるかかる負荷を少なくともバ
ランスさせるよう、ネットワークに対してユーザーを受け入れるという目標によってネッ
トワークは一般にガイドされる。すなわちネットワークはセルの「隣接」セルにおけるキ
ャリア周波数にわたるＣＤＭＡチャンネル負荷をバランスさせるよう、リソースをユーザ
ーに付与する。当然ながら、このような全体の目標はセル間のマルチキャリア負荷バラン
スがネットワーク内のセルの異なるグループ内で異なるように実現されるか、またはセル
内の一部のグループでは全く実現されないように、この全体の目標を変更したり、または
全体を無効にしたり、または選択的に実行することも可能である。
【００１８】
　それにもかかわらず、特定の移動局に無線リンクリソースを付与する際に、ネットワー
クは例えばセルの隣接度などに関する、ネットワークに記憶された情報に基づき、セル間
マルチキャリア負荷バランスで検討されたセルの組を選択できる。よりダイナミックなリ
ソースリクエスト自身を含めることができる、移動局からのパイロット信号レポートから
検討すべきセルの組を決定してもよい。かかるレポート、すなわちアクティブセットレポ
ート、無線環境レポートなどは、かかる各チャンネルで必要とされたリソースが利用でき
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る場合、移動局にサービスするのに使用できるＣＤＭＡチャンネルを識別する。従って、
ネットワークは負荷バランスの評価にあたり、これらセルのすべて、またはその一部のサ
ブセットを含むことができる。他の実施例では、ネットワークは現在のセル隣接リスト、
隣接リストのグループなどを使ってセルの組を拡張できる。
【００１９】
　セル間マルチキャリア負荷バランスは、ネットワーク内の変化する作動条件を受けるダ
イナミックプロセスを示すので、本発明は負荷の評価をサポートするために新規なエンテ
ィティ内のネットワーク信号化を可能にするものである。一実施例では、基地局コントロ
ーラ内のリソースまたは付与コントローラは無線基地局（ＲＢＳ）がサービスする各セル
に対する現在の送信電力の利用可能性を表示する１つ以上の関連するＲＢＳからの周期的
な負荷レポートを受信する。この周期的メッセージとは別に、またはこのメッセージに加
えて、ＢＳＣはリソースコントローラが必要に応じて適当なセル内の特定のＣＤＭＡチャ
ンネルのための負荷情報をリクエストできるように、セル負荷情報に関してＲＢＳに問い
合わせをする。当然ながら、他の情報、例えば拡散符号リソースの利用可能性をかかる負
荷レポートに加えることができる。しかしながら、ＢＳＣは一般に拡散符号の割り当てを
行うので、その制御下にあるすべてのセル内の拡散符号の利用可能性に関して部分的に知
っている。
【００２０】
　上記のような負荷バランスの詳細と同じように、リソースコントローラはセル間負荷バ
ランスと組み合わせて、またはこのセル間負荷バランスと別の方法として、上記のように
ＳＨＯ問題に基づくキャリア周波数選択も実行する。これに関連し、リソースコントロー
ラはＢＳＣの制御したで作動する１つ以上のＲＢＳを通した、ネットワークとの接続を望
む移動局から直接または間接的に、ある形態または別の形態のリクエストを行う。かかる
リクエストは、含まれるＲＢＳインターフェースを通して受信してもよいし、またはある
トリガーメッセージまたは移動局に関連するイベントに応答してＢＳＣで発生してもよい
。
【００２１】
　当業者であれば、特にかかるネットワークにおいて種々のＣＤＭＡネットワーク規格が
使用され、異なる基地局システム（ＢＳＳ）アーキテクチャが使用されることを仮定すれ
ば、本発明が種々の実施例を含むことを理解できよう。ＩＳ２００規格に基づくネットワ
ークを種々参照しながら、下記において本発明について説明するが、かかる説明は本発明
のより広い利用可能性を制限するものと見なしてはならない。
【実施例】
【００２２】
　図１は複数の移動局１６を１つ以上の公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）１８およ
び１つ以上の公衆電話ネットワーク（ＰＤＮ）２０、例えばインターネットに通信可能に
結合するための複数のＣＤＭＡチャンネル１４を提供する無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）１２を含む無線通信ネットワーク例１０、例えばＩＳ－２０００ＣＤＭＡネットワ
ークを示す。パケット交換コアネットワーク（ＰＳＣＮ）２２はＲＡＮ１２をＰＤＮ２０
へ通信可能に結合し、同様にサーキット交換コアネットワーク（ＣＳＣＮ）２４は通信可
能にＲＡＮ１２をＰＳＴＮ１８へ結合している。この構造例ではネットワーク１０は移動
局１６へサーキット交換通信（例えば音声、ファックス）と、パケット交換通信（例えば
ウェブブラウジング、ストリーミングメディア、ｅメールなど）を行う。
【００２３】
　ＲＡＮの一例１２は１つ以上の基地局コントローラ（ＢＳＣ）３０を備え、各ＢＳＣは
１つ以上の無線基地局（ＲＢＳ）３２を管理する。一実施例では、各ＢＳＣ３０とそれに
関連するＲＢＳ３２とは１つの基地局システム（ＢＳＳ）を形成し、ＲＡＮ１２は複数の
かかるＢＳＳを含むことができる。各ＢＳＣ３０に対し、ＲＢＳ３２は集団で種々のＣＤ
ＭＡキャリア周波数で複数のＣＤＭＡチャンネル１４を提供する。特定のキャリア周波数
と特定のサービスエリアとの「交差点」は１つのＣＤＭＡチャンネルを定める。従って、
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特定のサービスエリア（本明細書では「セル」と称す）にサービスをするＲＢＳ３２が、
利用できる多数のキャリア周波数で送受信する場合、そのチャンネルでは同様に多数のＣ
ＤＭＡチャンネルを利用できる。図では各ＲＢＳ３２は３つまでのキャリア周波数Ｆ１、
Ｆ２およびＦ３まで運用できる。従って、ストレートフォワードな例として、ＲＢＳ３２
のうちの最初の１つ（ＲＢＳ１）は２つのキャリア周波数Ｆ１およびＦ２でセルＡ（明瞭
には示されず）にサービスするので、セルＡ内で２つのＣＤＭＡチャンネルを提供する。
参照を容易にするために、キャリア周波数Ｆｘとそのセル識別子との組み合わせにより、
特定の１つのＣＤＭＡチャンネルを識別できる。この方式では、キャリア周波数Ｆ１での
セルＡ内のＣＤＭＡチャンネルをＦ１Ａと表示し、同じセル内のキャリア周波数Ｆ２のＣ
ＤＭＡチャンネルをＦ２Ａと表示し、同様な表示を続ける。
【００２４】
　一般に各ＲＢＳ３２は多数のセルをサポートでき（更にサポートすることが多い）、そ
れらセルの各々において多数のキャリア周波数を使ってセルにサポートできる。簡略化さ
れた図では、ＲＢＳ１がＣＤＭＡチャンネルＦ１ＡおよびＦ２Ａを提供し、ＲＢＳ２がＣ
ＤＭＡチャンネルＦ１Ｂ、Ｆ２ＢおよびＦ３Ｂを提供し、ＲＢＳ３がＣＤＭＡチャンネル
Ｆ２ＣおよびＦ３Ｃを提供する。当業者であれば、ＲＢＳ／セル／チャンネルの関係を広
く構成できる可能性を理解でき、図示された関係は発明を説明するための根拠を制限する
ものではなく、単なる例にすぎないものであることが理解できよう。それにも係わらず、
各ＣＤＭＡチャンネルは順方向および逆方向ＣＤＭＡチャンネルを備え、各チャンネルは
種々の無線リンクを含む。所定のＣＤＭＡチャンネルでの代表的な順方向無線チャンネル
は個々の無線リンクと共に、オーバーヘッドチャンネル、例えばページング、放送および
共通制御チャンネルを含み、各無線リンクは１つ以上の移動局１６（ユーザー）の専用と
なっている。代表的な逆方向リンクチャンネルは移動局の使用に対して一般に利用できる
１つ以上の逆方向アクセスチャンネルを含み、例えば通話発信メッセージ、その他のタイ
プのリソースリクエストメッセージなどを送信する。
【００２５】
　各ＣＤＭＡチャンネルの、ユーザーをサポートする能力は有限である。利用できる送信
電力および拡散符号は少なくとも順方向無線リンクにおけるＣＤＭＡチャンネルの容量を
制限する主要な要因となっている。所定のＣＤＭＡチャンネルで特定のユーザーにサービ
スするために、ネットワーク１０はＣＤＭＡチャンネルでのユーザーに１つ以上の個々の
情報ストリームを符号多重化するために１つ以上の拡散符号および利用できる送信電力の
うちの一部の変化する部分を割り当てる。電力または拡散符号リソースが利用できない結
果、一般にユーザーがチャンネルに入ることがブロックされる。ここで、「受け入れる」
とはユーザーにＣＤＭＡチャンネルでの１つ以上の無線リンク、例えば個々のユーザート
ラヒックのための専用順方向無線リンクが割り当てられることを意味する。いずれのケー
スにおいても、各ＣＤＭＡチャンネルが、変化する運用条件、例えば個々のユーザーに対
する変化する無線条件およびかかるユーザーに対する変化するサービス条件（接続タイプ
、データレートなど）と共に変化をサポートできる。
【００２６】
　一般に、所定の移動局１６に対して無線リンクリソースがリクエストされると、ネット
ーワーク１０は１つ以上のリソース付与方法に従って１つ以上のＣＤＭＡチャンネルで特
定のリソースを割り当てる。ネットワーク１０のマルチキャリア環境内で受け入れること
と比較し、１つのキャリア周波数で運用される古いネットワークでは、受け入れプロセス
では比較的少数の事項しか検討されなかった。例えば所望する場合、ネットワーク１０は
ソフトハンドオフ（ＳＨＯ）でリソースを付与でき、このハンドオフではネットワークは
２つ以上のＣＤＭＡチャンネルで特定の移動局１６に無線リンクを付与するので、移動局
１６での受信はネットワークの送信ダイバーシティから利益を受ける。このＳＨＯシナリ
オと組み合わせて、または別個の方法として、ネットワーク１０は最適容量を利用するよ
うにユーザーを受け入れ、この場合、ユーザーは後により詳細に説明するように、セルと
キャリア周波数との間でＣＤＭＡチャンネルの負荷のバランスがとられるように受け入れ



(11) JP 4176078 B2 2008.11.5

10

20

30

40

50

られる。
【００２７】
　図２は図で１６－１と表示された特定の移動局に対する代表的な受信のシナリオを示す
。ここで、移動局１６－１は移動局がＣＤＭＡチャンネルＦ１Ａ、Ｆ１Ｂ、Ｆ２Ｂ、Ｆ３
ＢおよびＦ１Ｃを受信する（または受信できる）ように、種々のＲＢＳ３２に対して物理
的に位置する。移動局１６－１がアイドル状態であれば、一般にこの移動局は最も強いパ
イロット信号強度で受信するＣＤＭＡチャンネル内でページングチャンネルを一般にモニ
タする。これに関し、各ＣＤＭＡチャンネルは順方向リンクパイロット信号を搬送し、移
動局１６－１は移動局にサービスするのに使用されるＣＤＭＡチャンネルを決定する際に
ネットワーク１０によって使用するためのある種のパイロット信号強度レポートを提供す
る。
【００２８】
　かかるパイロット信号強度レポートは一般的なものであり、例えばその移動局１６－１
が所定の信号強度を越えて受信されるパイロット信号の現在の組を識別する無線環境レポ
ートまたは均等物を移動局が提供することは周知となっている。無線環境レポートは初期
の受け入れに最も一般的に関連するものであるが、アクティブな組のレポート、例えばパ
イロット強度測定メッセージまたは同様なメッセージを通してアクティブな通話をする間
、移動局１６によって同様な情報が提供される。
【００２９】
　図示されたシナリオに対し、移動局１６－１はそのチャンネルに対するパイロット信号
の受信された信号強度に応じて、表示されたＣＤＭＡチャンネルのすべてまたは一部に対
するパイロット信号強度測定値を含むことができる。例えば移動局１６－１がＩＳ－２０
００に基づくネットワークのように、ある時間における１つのキャリア周波数しかモニタ
しないようになっている場合、移動局１６－１はＦ１Ａ、Ｆ１ＢおよびＦ１ＣのＣＤＭＡ
チャンネルに対するパイロット測定値を提供できる。リソースの付与をするためにネット
ワーク１０はこれら特定のＣＤＭＡチャンネルを検討でき、更に関連するセル内で利用で
きる他の周波数、Ｆ２ＢおよびＦ３Ｂにおけるチャンネルを検討できる。
【００３０】
　２つ以上のキャリア周波数が利用できることにより、ネットワーク１０の一実施例はＳ
ＨＯ問題に基づき、またはセル間のマルチキャリア周波数負荷問題またはこれら問題の組
み合わせに基づき、無線リンクソースを移動局１６に付与するための特定のキャリア周波
数を選択する。広義の条件では、ネットワーク１０は検討するための一組のキャリア周波
数を識別し、本明細書で後に詳細に説明するアプローチ例のうちの１つに基づき、キャリ
ア周波数のうちの１つを選択する。選択するのに検討すべきキャリア周波数の組を識別す
る方法は種々あるが、１つのアプローチ例ではネットワーク１０は、（１）リソースリク
エストとに関連するＣＤＭＡチャンネルを識別し、（２）リクエストされたＣＤＭＡチャ
ンネルに対応するセルの組を識別し、対応するセルで使用されるすべての周波数を識別す
る。
【００３１】
　こうして一実施例では、移動局にサービスするのにどのキャリア周波数を使用できるか
という判断に基づき、検討するキャリア周波数の組を識別する。一例として、移動局は（
同一周波数の）３つのＣＤＭＡチャンネルに無線リンクを付与することをリクエストでき
る。これに応答し、ネットワーク１０はリクエストされたチャンネルに対応するキャリア
周波数、またはリクエストされたチャンネルに関連する１つ以上のセルで利用できる他の
キャリア周波数にリソースを付与することを検討できる。
【００３２】
　上記のことを念頭に、ネットワーク１０の一実施例は、ＳＨＯ作動の問題を解決するこ
とに基づき、またはセル間のマルチキャリア周波数負荷問題を解決することに基づき、ま
たはこれらの組み合わせに基づき、無線リンクリソースを付与することによって（発信ま
たはＨＨＯのために）マルチキャリア受け入れを実行する。このように、図３は通話発信
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および／またはＨＨＯに関連するリソースリクエストに応答し、無線リンクリソースを付
与するための方法の一例を示す。
【００３３】
　後により詳細に説明するように、かかるリソース付与ロジックはＢＳＣ３０内、例えば
ハードウェア、ソフトウェアまたはこれらの組み合わせで実現できる。当業者であればＢ
ＳＣ３０およびＲＢＳ３２は、特殊な、および汎用の処理および制御リソースの集合また
は「プール」を処理し、よって本明細書に説明する受け入れ制御キャリア周波数選択方法
を一般に含む、基本的に所望する通話処理機能（単数または複数）を実行するように構成
できることが理解できよう。
【００３４】
　図３のロジックはソフトハンドオフを通して接続の信頼性を高めるように、リクエスト
された無線リンクリソースを移動局１６に付与するような運用を示す。すなわち一般的な
条件では、ＢＳＣ３０は少なくとも最低限のソフトハンドオフ基準が満たされるように、
無線リンクに使用すべき特定のキャリア周波数を選択するために一組のキャリア周波数を
処理する。キャリア周波数選択方法を更に洗練するのに、追加選択条件を使用できる。
【００３５】
　この処理はＢＳＣ３０が特定の移動局１６からのリソースリクエストを受信することか
らスタートする（ステップ１００）。等価的に、ＢＳＣ３０はあるトリガーイベントに応
答し、リクエストを発生できる。かかるリクエストがペンディング中となるまで、ＢＳＣ
３０は必要とされるか、または望ましいその他の処理を実行する。リソースリクエストが
受信されると（またはその他の方法でトリガーされると）、ネットワーク１０は識別され
た組のキャリア周波数から移動局１６へ無線リンクリソースを付与するために使用すべき
キャリア周波数を選択する。
【００３６】
　一般に、リソースリクエストは１つ以上のＣＤＭＡチャンネルに関連しており（従って
１つ以上のセルを識別するように働く）、例えばリソースリクエストは無線リンクリソー
スが望まれる１つ以上のＣＤＭＡチャンネルを特別に識別できる。このようにする場合、
ＢＳＣ３０はリクエストされたＣＤＭＡチャンネルに対応する組のセルで使用されるキャ
リア周波数の一部またはすべてに基づき、検討すべきキャリア周波数の組を識別できる。
【００３７】
　より一般的には、ネットワーク１０は移動局１６に関連した、または移動局１６から受
信したＣＤＭＡチャンネル情報に基づくリソース付与における選択のために考慮すべきキ
ャリア周波数の組を識別する。一例としてネットワーク１０は移動局からレポートされた
パイロット信号情報に対応するセル内のキャリア周波数の一部またはすべてを検討できる
。これに関連し、ネットワーク１０は移動局１６からの無線環境レポートなどを受信し、
移動局１６は１つ以上の順方向リンクパイロット信号を識別し、レポートされたパイロッ
ト信号に対する受信信号強度情報を提供することが好ましい。かかる各パイロット信号は
特定のＣＤＭＡチャンネル、従って特定のセルに対応する。従ってネットワーク１０はレ
ポートされたパイロット信号に対応するセルの一部またはすべてで使用されるすべてのキ
ャリア周波数を検討できる。
【００３８】
　その他の実施例ではかかるセルのサブセットだけに対応するキャリア周波数を検討でき
る。例えばネットワーク１０は他のレポートされたパイロットに対する、例えばパイロッ
ト信号強度が弱いので、レポートされたパイロットに対応するＣＤＭＡチャンネルのうち
の１つ以上をリソース付与に認めることができないか、あまり好ましくないものと見なす
ことができる。
【００３９】
　いずれのケースにおいても、リソースリクエストが通話発信に関連する場合、ＢＳＣ３
０は第１モード（モード１）で運用され、リソースリクエストがＨＨＯに関連する場合、
ＢＳＣ３０は第２モード（モード２）で運用される。当然ながら、かかるモード運用はキ
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ャリア周波数選択で使用される一部のソフトハンドオフ検討事項は、ＨＨＯのためではな
く、通話発信に対して適当であることをＢＳＣ３０が認識すれば十分であるという意味で
、字義どおりというよりもより記述的にすることができる。従って、リソースリクエスト
が通話発信（ステップ１０４）に関連する場合、モード１がアクティブとなり、ＢＳＣ３
０は次のキャリア周波数選択ステップ（ステップ１０６）に基づき、移動局１６に無線リ
ンクリソースを付与するために使用すべきキャリア周波数を選択する。
　可能であり、かつ最低限のＳＨＯ基準を満たす場合、発信メッセージを送信するために
移動局が使用するキャリア周波数を選択する。そうでない場合、移動局１６に対するＳＨ
Ｏを最大にする（すなわち結果として順方向の無線リンクの数を最大にする）キャリア周
波数を選択する。
【００４０】
　従って、上記ロジックは基本的には次のような考えの選択優先権を実現する。すなわち
　（１）少なくとも最低限のＳＨＯ（すなわち少なくとも２つのＣＤＭＡチャンネルで利
用できる無線リンク）を提供するキャリア周波数を選択することをまず最初にＢＳＣ３０
が保証しなければならないこと、（２）移動局がその発信リクエストを送るのに使用する
キャリア周波数に、かかるキャリア周波数が一致する場合、その周波数の無線条件は移動
局１６との通信に適したものであることが既に実証されているので、その周波数を選択し
なければならないこと（このように周波数が一致することを移動局１６との周波数の連続
性を保持することと称す）、および（３）（２）が可能でない場合、移動局に割り当てる
ための最も利用可能な無線リンク（すなわち移動局にサービスするのに利用できるリソー
スを有する最大数のＣＤＭＡチャンネル）を提供するキャリア周波数を単に取り上げなけ
ればならない。
【００４１】
　リソースリクエストがＨＨＯに関連する場合、ＢＳＣ３０はモード２に関連する運用を
選択する（ステップ１０４）。１つの違いは、通話発信と異なり、ＢＳＣ３０がＨＨＯイ
ベントに関連するサービスをリクエストする移動局１６とのキャリア周波数の連続性を明
らかに保持しないことである。従って、ＢＳＣ３０が移動局１６に対するＳＨＯを最大に
するキャリア周波数を選択する（ステップ１１０）。特定のキャリア周波数が選択された
場合、選択処理が終了し、ＢＳＣ３０は選択されたキャリア周波数で移動局１６に無線リ
ンクリソースを付与する。
【００４２】
　図４はモード１のキャリア選択処理（図３のステップ１０６）のための詳細な例を示す
。この選択方法は移動局１６に無線リンクを割り当てるために検討すべきキャリア周波数
の組Ｓを識別することでスタートする。まずＢＳＣ３０は最低限のＳＨＯ基準を満たさな
いすべての周波数をＳから除く（ステップ１２０）。この除去の結果、組Ｓ１が少なくな
る。Ｓ１が空集合であれば、最低限のＳＨＯ基準を満たす周波数はなく、その他の基準、
例えば単一のＣＤＭＡチャンネルリソースの利用可能性または個々のチャンネルおよび／
または周波数の間の相対的リソースの負荷に基づき、元の組Ｓからキャリア周波数の選択
を行う（ステップ１２４）。
【００４３】
　Ｓ１が空集合でなく、移動局の現在の周波数ｆｘがＳ１内にある場合、すなわち発信リ
クエストメッセージを送るのに移動局が使用した周波数である場合、移動局１６に無線リ
ンクを付与するためにそのキャリア周波数が選択される（ステップ１２６からのＹｅｓ）
。上記のように、周波数の連続性を保持すること、すなわちリソースリクエストに関連し
て移動局１６が使用したのと同じ周波数を使用することには価値がある。その理由は、そ
の周波数は移動局１６と通信するのに適した周波数であることが既に実証されているから
である。そのような周波数がＳ１内にない場合、ＢＳＣ３０は移動局１６のためのＳＨＯ
を最大にしないすべての周波数をＳ１から除く（すなわちＳ１における他のキャリア周波
数よりも少ない数の利用可能なＣＤＭＡチャンネルしか提供しないキャリア周波数を除く
）（ステップ１２８）。この組を少なくした運用により組Ｓ２が生じる。
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【００４４】
　Ｓ２が１つのキャリア周波数しか含まない場合、この周波数が選択され、選択処理が実
行される（ステップ１３０）。しかしながら、Ｓ２が２つ以上のキャリア周波数を含む場
合、すなわち割り当てのために同じ数の無線リンクを提供するキャリア周波数を含む場合
、ＢＳＣ３０はセルの隣接性のためにＳ１内に各キャリア周波数のセル間マルチキャリア
負荷を評価する。この隣接性は移動局１６にサービスするのに最初に使用される特定のセ
ル（単数または複数）を越えて拡張できる。ＢＳＣ３０は選択プロセスで検討されるセル
の組を横断する最も好ましい負荷条件をどのキャリア周波数が有するかを潜在的に識別す
る。
【００４５】
　一実施例では、Ｓ２内の各キャリア周波数に対し、ＢＳＣ３０はセルの隣接性における
そのキャリア周波数の各ＣＤＭＡチャンネルに対するリソース負荷を評価する（すなわち
電力の利用可能性および／または拡散符号の利用可能性を送信する）。次にＢＳＣ３０は
、組内の他のキャリア周波数におけるＣＤＭＡチャンネルのうちの最も負荷の重いチャン
ネルと、組内の各キャリア周波数内のＣＤＭＡチャンネルの最も負荷の重いチャンネルと
を比較し、Ｓ２内の他のキャリア周波数よりも悪い、最悪ケースのＣＤＭＡチャンネル負
荷を有する周波数をＳ２から除く（ステップ１３２）。
【００４６】

　従って、検討するセルの組に対する最も負荷の少ないＣＤＭＡチャンネルを有するキャ
リア周波数は、最良のセル間負荷を有するＳ２内のキャリア周波数を示す。上記のように
、移動局１６にサービスするのに最初に使用される（または使用できた）ＣＤＭＡチャン
ネルを有するセルを超えるように、セルの組を拡張できる。すなわちＣＤＭＡチャンネル
が１つ以上の隣接セル内で相対的に負荷の重いＣＤＭＡチャンネルを有するキャリア周波
数内にある場合、ＢＳＣ３０は移動局１６に当初サービスするためのＣＤＭＡチャンネル
の選択を回避できる。
【００４７】
　当然ながら、最良のセル間負荷を評価するその他の公式化も、本発明によって可能であ
る。例えば各キャリア周波数のために検討するすべてのＣＤＭＡチャンネルにわたる平均
負荷を決定し、これらを比較することができる。このようなアプローチにより、検討する
ＣＤＭＡチャンネルのすべてにわたり、最低限の平均リソース負荷を有するキャリア周波
数として、最良のセル間負荷条件を識別できる。当然ながら、ＣＤＭＡチャンネルのいず
れかがクリチカルなリソース負荷スレッショルドにあるのか、またはその近くにあるのか
を判断することにより、かかる選択を許可できる。このように、リソース付与方法は、検
討するＣＤＭＡチャンネルのすべてにかかる低い平均リソース負荷と許容可能な最悪ケー
スの負荷とを有するキャリア周波数を選択する。
【００４８】
　セル間負荷評価の特定の実施例にもかかわらず、セル間負荷比較の後でＳ３内に１つの
周波数しか残っていない場合、選択処理を行い、その残った単独のキャリア周波数を使っ
て無線リンクソースを付与する（ステップ１３４）。そうでない場合、ＢＳＣ３０は追加
選択基準、例えば選択権を最終に選択されたキャリア周波数に狭めるためのデフォルト選
択優先権の使用を利用する（ステップ１３６）。
【００４９】
　上記ロジックを、必要とされる、または望ましい他の選択方法と組み合わせることがで
きる。いずれのケースにおいてもキャリア周波数選択方法の結果、移動局１６に対するリ
ソースリクエストを付与するために利用できるリソースを有する少なくとも１つのＣＤＭ
Ａチャンネルに対応する少なくとも１つのキャリア周波数が選択されるはずである。
【００５０】
　図５はモード２のキャリア周波数選択運用を行うための選択プロセスの工程を示す。か
かるステップはキャリア周波数の連続性を保持するためのステップを除くことにより、図
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４における運用と異なっている（図４、ステップ１２６）。このステップはＨＨＯにおけ
るリソースを付与するのに望しくないからである。他の点に関し、図５のロジックはＢＳ
Ｃ３０が少なくとも最低限のＳＨＯ基準を満たすキャリア周波数を選択するという点で、
図４のロジックに類似しているが、この選択にあたっては、かかる少なくとも１つのキャ
リア周波数が存在し、その１つが移動局に対するＳＨＯを最大にするということが条件と
なる。ここでソフトハンドオフを最大にするキャリア周波数は移動局１６に対する割り当
てのための最大の数の無線リンクを提供するキャリア周波数である。すなわち移動局１６
にサービスするのに使用できるＣＤＭＡチャンネルの数を最大にするキャリア周波数であ
る。従って、２つ以上のキャリア周波数がＳＨＯを最大にする場合、ＢＳＣ３０は例えば
検討中の残りの周波数のセル間マルチキャリア負荷のバランスを判断し、上記のように最
も好ましい負荷条件を有するキャリア周波数を選択することにより、このようなキャリア
周波数のうちの特定の１つを選択する。
【００５１】
　図６は、かかる負荷バランス受け入れ制御をサポートするための、より広義に本発明の
種々の実施例をサポートするためのＢＳＣおよびＲＢＳ構造の例を示す。ＢＳＣ３０の例
は、インターフェースおよび通話処理リソース４０、およびリソースコントローラ４２（
またはこれとの組み合わせ）を含む。これに関連し、リソースコントローラ４２は本発明
に従うキャリア周波数選択および無線リンクリソース付与のための受け入れ／付与コント
ローラとして作動する。当業者であれば、図６は専用および一般用途の処理リソース、例
えば通話ルーチンリソース、ＡＴＭ交換リソースおよびエンティティ間インターフェース
、例えばＢＳＣ３０の制御下で運用中のＲＢＳと通信するためのＲＢＳインターフェース
と組み合わせた、所定のコンピュータ命令を実行するマイクロプロセッサ、デジタル信号
プロセス（ＤＳＰ）、用途特定集積回路（ＡＳＩＣＳ）またはその他のプログラマブル回
路の構造の機能的構造を示していると理解できよう。
【００５２】
　同様に、ＲＢＳ３２はインターフェース制御処理リソース５０と、無線周波数トランシ
ーバ５２と、リソースモニタ５４とを含む。ＲＢＳ３２は所定のキャリア周波数において
複数の移動局１６との順方向および逆方向リンクの通信をサポートする１つ以上のＣＤＭ
Ａチャンネル（本明細書ではＦ１Ｂ、Ｆ２ＢおよびＦ３Ｂとして示されている）を提供し
ている。本明細書で前に述べたように、ＲＢＳ３２内でトランシーバリソース５２によっ
てサポートされた各ＣＤＭＡチャンネルは順方向リンクでは限られた送信電力および拡散
符号リソースで作動する。
【００５３】
　運用条件の変化と共に、かかるリソースの利用率は変化するので、ＲＢＳ３２はＢＳＣ
３０へリソース負荷情報を提供する。特にリソースモニタ５４はＣＤＭＡチャンネル方式
または、必要な、または所望されるその他の方式で現在の電力の割り当て（または他の電
力の利用可能性）を追跡するようにできる。リソースモニタ５４はＲＢＳ３２でＣＤＭＡ
チャンネルのうちの１つ以上でのうちでの無線リンク利用可能性に影響するその他の制限
リソースも追跡できる。更にＢＳＣ３０では既に拡散符号リソースの利用可能性情報が入
手できない場合、リソースモニタ５４が同様にその情報を提供するようにもできる。
【００５４】
　いずれのケースにおいても、ＢＳＣ３０およびＲＢＳ３２は本発明のサポートで新規な
エンティティ間信号を提供するようにできる。一構造例ではＢＳＣ３０はＲＢＳ３２に設
けられたＣＤＭＡチャンネルのうちの１つ以上のための現在のリソース負荷条件をレポー
トすることをＲＢＳ３２に促すリソース利用可能性問い合わせメッセージを発生する。こ
の問い合わせに基づく信号の外に、または別の方法として、ＲＢＳ３２はＢＳＣ３０へ周
期的なリソース負荷レポートを提供できる。この特定のレポート期間はシステムによって
変えることができ、または必要なまたは望ましいように構成できる。当然ながら頻繁な負
荷レポートをしたいという要求は過剰なネットワークの信号を回避したいという要求とバ
ランスさせることが好ましい。
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【００５５】
　ネットワーク１０において実現される特定のレポートおよび／または問い合わせ方法に
かかわらず、かかるレポートは上記ＳＨＯキャリア選択動作をすることなく、またはキャ
リア選択動作と共にダイナミックなセル間マルチキャリア負荷バランスを可能にする。セ
ルの組にわたる相対的キャリア周波数負荷を検討することに基づき、無線リンクリソース
をユーザーに付与する利点は、この方式のみによりそのネットワーク１０がキャリア周波
数の選択を実行できることである。例えばＨＨＯまたは通話発信により受け入れ動作が利
用可能なキャリア周波数間のバランスのとれたリソース負荷を維持する傾向があれば、Ｃ
ＤＭＡチャンネルの容量を完全に利用できるネットワークの能力が高められる。
【００５６】
　本明細書で先に述べたように、一実施例では、リソースリクエストは少なくとも１つの
ＣＤＭＡチャンネルを識別するか、または識別しない場合、少なくとも１つのＣＤＭＡチ
ャンネルに関連する。こうしてネットワークはそのチャンネル（単数または複数）に対応
するキャリア周波数の能力を有し、更にリクエストされたＣＤＭＡチャンネルに対応する
セル（単数または複数）で利用できるその他のキャリア周波数の知識を有する。これに基
づき、ネットワーク１０はキャリア周波数の組を識別し、これらキャリア周波数のうちの
１つを使用して移動局１６にサービスできる。こうして識別されたキャリア周波数により
、ネットワーク１０はセルの組を決定するだけでよく、このセル間でキャリア周波数の負
荷を決定すべきである。周波数の組とセルの組との結合（隣接性）はチャンネル負荷を評
価すべきＣＤＭＡチャンネルを識別する。
【００５７】
　従って、セルの組はリクエストされたチャンネルに対応するセルの組、それらセルのサ
ブセットまたはすぐ近くのセルに基づく拡張されたある組、すぐ隣接するセルのうちの隣
接セルなどとなり得る。かかるセルの組の拡張は、各セルまたはセルのグループ、例えば
セル間の隣接情報および／または予想されるユーザーの移動度などに対するネットワーク
１０に記憶された、予め構成された情報に基づくことができる。
【００５８】
　いずれのケースにおいても負荷バランスで検討されたセルの組は選択のために検討され
る各キャリア周波数に対して評価すべきＣＤＭＡチャンネルを定める。各セル内の各キャ
リア周波数に対するＣＤＭＡチャンネルリソースの負荷を決定した後に、ＢＳＣ３０は各
周波数における相対的チャンネル負荷を比較し、先に述べたように、どのキャリア周波数
がセルの組の間で最良の負荷条件を有しているかどうかを判断できる。
【００５９】
　この負荷条件は、例えばすべてのＣＤＭＡチャンネルおよびすべての周波数に対して評
価された最悪ケースのうちの最良負荷となり得る。かかる評価はａｒｇ（ｍｉｎ（ｍａｘ
（ｃｈａｎｎｅｌ　ｌｏａｄ）））と表記でき、検討中のセルの組に対する各周波数にお
ける最も重い負荷がかかったＣＤＭＡチャンネルを識別し、次にこれら最も重い負荷がか
かったチャンネルのうちのどれが負荷の最も少ないチャンネルであるかを、リソースコン
トローラ４２が決定することに基づく。このチャンネルを有するキャリア周波数は最悪ケ
ースのうちの最良負荷条件を有するものとみなされ、よってこれが選択される。
【００６０】
　当然ながら、その他の負荷メトリックを計算し、リソースコントローラ４２、例えば平
均ＣＤＭＡチャンネル負荷またはセルのうちの他のセルに関し、またはこれとは関係なく
、セルの組内の特定のセルにおける負荷により比較する。上記のように、最悪ケースの負
荷と平均負荷とを互いに組み合わせて検討してもよい。かかるすべてのセル間の負荷評価
は、例えば移動局１６からのレポートされたパイロット信号の強度、移動局１６の予想さ
れる移動度、移動局の現在のセルの性質、例えば広いか狭いか、都市か田舎かなどに基づ
き、別の周波数に対して１つのキャリア周波数の選択を考えて重み付けできる。
【００６１】
　ネットワーク１０のＩＳ－２０００に基づく実現例に特に適した一実施例では、通話受
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け入れ負荷バランスはソフトハンドオフへの通話受け入れ（ＣＡＳＨ）の一部として移動
局１６によって提供される情報を利用できる。移動局１６はＣＡＳＨによりその通話サー
ビスが順方向リンクでソフトハンドオフを開始するように無線リンクリソースをリクエス
トする。ＣＡＳＨ処理をサポートすることにより、移動局１６は移動局１６にサービスす
るのに使用できるＣＤＭＡチャンネルを識別する無線環境レポートを送信する。セル間マ
ルチキャリア負荷バランスで検討されるセルは識別されたＣＤＭＡチャンネルに対応する
セルに基づくことができる。更に、検討されるセルの組は必要に応じ、または所望するよ
うに拡張できる。１つ以上の実施例では、マルチキャリア負荷バランスのために評価され
るＣＤＭＡチャンネルの組は次のようなＣＤＭＡチャンネルの組のうちのいずれかに基づ
くことができる。
　（ａ）無線環境レポート内のＣＤＭＡチャンネルのサブセット
　（ｂ）無線環境レポート内のＣＤＭＡチャンネルのフルセット
　（ｃ）移動局の現在のセル＋現在のセルのすべての隣接セルに属するＣＤＭＡチャンネ
ルの組
　（ｄ）移動局のアクティブセットに対し（パイロットのレポートされた組、例えば無線
環境レポート）に対して発生された所定の隣接リストに属すＣＤＭＡチャンネルの組
　（ｅ）アクティブセット（またはパイロットのレポートされた組、例えば無線環境レポ
ート）に関連したすべてのセルに隣接するＣＤＭＡチャンネルの組、または
　（ｆ）全ＢＳＳ、全ＲＡＮ１２または全ネットワーク１０で利用できるすべてのＣＤＭ
Ａチャンネル。
【００６２】
　上記リストに関し、優先権が高まる順に、またはシステムの移動度の増加に関し、少な
くとも値が増加する順に可能なセルの組の公式化がリストされている。すなわちユーザー
の移動度が高まるにつれ、セル間のマルチキャリア負荷バランスを実行するのに有益なセ
ルの数が増加する。このように値が大きくなるにもかかわらず、関係するＲＢＳ３２から
リソース負荷情報を収集するのに必要なエンティティ間の信号量を仮定した場合、選択案
（ｆ）よりも拡張性が少ないものまたは上記リストにおける選択案（ｄ）、（ｅ）、（ｆ
）よりも少ないものと見なされるセルの組を制限したい。
【００６３】
　上記説明から明らかにすべきセル間負荷バランスに基づくキャリア周波数の選択に関す
る１つのポイントは、キャリア周波数の選択のためのリソース負荷に関して評価されるＣ
ＤＭＡチャンネルは、移動局にリソースが最初に付与されるか、または付与できるときの
チャンネルを超えて拡張できる。例えばリソース付与のために検討している所定のキャリ
ア周波数の負荷条件を評価する際に、ネットワーク１０は少なくとも最初に移動局１６に
サービスするのに使用されない１つ以上のＣＤＭＡチャンネルのリソースの負荷を評価で
きる。
【００６４】
　一例として、Ｆ１ＡおよびＦ１Ｂで、またはＦ２Ａで移動局１６に当初サービスできる
と仮定する。Ｆ１ＡおよびＦ１Ｂの一方または双方がＦ２と比較して重い負荷がかかって
いた場合、負荷条件がより好ましいために、キャリア周波数Ｆ２におけるリソースを付与
するほうがより良好な選択であるように見える。しかしながら、受け入れられた後に移動
局１６がセル間で移動し得ることを仮定した場合、セルＡおよびＢに隣接する１つ以上の
セル内でＦ２におけるＣＤＭＡチャンネルに極めて大きい負荷がかかる場合、Ｆ２は実際
により悪い選択となり得る。従って、ネットワーク１０は他のＣＤＭＡチャンネルが初期
のリソース割り当てに使用されなくても、キャリア周波数の選択方法においてこれら他の
ＣＤＭＡチャンネルを好ましく検討できる。
【００６５】
　セルの組をどのように定めるかにかかわらず、関係する各ＣＤＭＡチャンネルのリソー
ス負荷を１つ以上の負荷メトリックに基づき、決定または他の方法で提示できる。残りの
チャンネル電力は１つ以上の実施例で使用されるストレートフォワードなメトリックを提
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示する。当然ながら、負荷を示すのに現在割り当てられている電力の逆の値を使用しても
よい。いずれのケースにおいても、各チャンネルのための負荷メトリックはチャンネルで
付与される無線リンクにサービスするのに現在利用できる順方向のリンク送信電力の残り
の入手可能性を記述するものである。
【００６６】
　その他の実施例では、負荷メトリックはＣＤＭＡチャンネルに対して利用できる残りの
拡散符号の数（または現在使用されている拡散符号の数）を示すことができる。この拡散
符号の情報は拡張された拡散符号の組が使用されているかどうか、例えば直交拡散符号の
基本の組を補足するのに準直交符号が使用されていること、または短い拡散符号のより小
さい組、例えば１２８長のウォルシュ符号の組対６４長のウォルシュ符号の組と共に、ま
たはその代わりに長い拡散符号が使用されていることの表示を更に含むことができる。
【００６７】
　一実施例では最も貴重なＣＤＭＡチャンネルリソースに負荷メトリックを合わせる。従
って、送信電力が最も頻繁に尽きるリソースを表示している場合、この負荷メトリックは
拡散符号の利用可能性よりも電力の可能性に影響を受けやすい。または拡散符号リソース
が電力リソースよりもひんぱんに尽きる場合、この逆が成り立つ。別の実施例では、各チ
ャンネルに対する負荷メトリックは電力リソースおよび符号リソースに対して等しいか、
または異なる重み付けを有する組み合わされた電力／符号利用可能性の測定値を示すこと
ができる。
【００６８】
　それにもかかわらず、セル間マルチキャリア負荷バランスは、隣接するセル内で利用で
きるキャリア周波数間でリソース負荷をバランスさせるように、移動局１６に無線リンク
ソースを付与する際に使用すべき特定のキャリア周波数をネットワーク１０が選択できる
ようにする。従って、最良のセル間負荷条件を現在有するキャリア周波数の選択は、多数
のネットワークセル内の多数のキャリア周波数間のリソースの負荷をバランスさせること
により、ネットワーク１０の容量の利用率を高める性質がある。
【００６９】
　図７は、セル間マルチキャリア負荷バランスのスタンドアローン評価に基づくキャリア
周波数選択のためのフローロジックの一例を示す。上記他の論理演算と同じように、一実
施例では、ＢＳＣ３０においてハードウェアまたはソフトウェア、もしくはそれらの組み
合わせにより、図示されたロジックを実現できる。ＢＳＣ３０がリソースリクエストを待
つことによって処理がスタートする（ステップ１６０）。ＢＳＣ３０は待機しながら必要
に応じ、または所望するように、他の処理作業を実行する。ＢＳＣ３０はリソースリクエ
ストの受信に応答し、セルの所定の組内で検討するキャリア周波数の組Ｓを識別する（ス
テップ１６２）。
【００７０】
　次にＢＳＣ３０はキャリア周波数の負荷を評価中のセルの組内のすべてのＣＤＭＡチャ
ンネルに対するＣＤＭＡチャンネル負荷に基づき、キャリア周波数の組Ｓにおける各キャ
リア周波数に対する負荷条件を判断する。相対的キャリア周波数負荷条件を比較すること
により、ＢＳＣ３０は（上記のように）最良のセル間負荷条件より低い条件を有するＳ内
のすべてのキャリア周波数を除く。上記のように、検討される各ＣＤＭＡチャンネルに対
し、ＢＳＣ３０は負荷メトリックを決定し、次にキャリア周波数の組にわたるかかる負荷
メトリックを比較し、最も望ましいセル間負荷条件を有するキャリア周波数を識別する。
【００７１】
　１つのキャリア周波数しか残らない場合、キャリア周波数選択プロセスが完了する（ス
テップ１６６）。しかしながら、２つ以上のキャリア周波数が同じように最良のセル間負
荷を有する場合、最終キャリア周波数の選択は追加／デフォルト基準に基づくことができ
る（ステップ１６８）。一般に、セル間マルチキャリア負荷バランスで使用される負荷メ
トリックを必要に応じ、または所望するように調節してよい。
【００７２】
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　本発明は変形を行う大きな機会を広く提供するものである。１つ以上の実施例では、本
発明の選択方法および装置は順方向リンクでの移動局のためのソフトハンドオフ条件を最
大にするためのキャリア周波数選択または移動局との周波数の連続性を保持しながら、順
方向リンクのための少なくとも最低限のソフトハンドオフ基準を満たすことを実行するか
、または可能な場合にはＳＨＯに基づく選択と組み合わせたセル間マルチキャリア周波数
リソース負荷のバランスに基づくことができる。このように、これまでの詳細は単なる例
であって、発明を制限するものではない。従って、本発明は特許請求の範囲およびその妥
当な均等物によってのみ制限される。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】マルチキャリアＣＤＭＡネットワークの一例の図である。
【図２】マルチキャリアＣＤＭＡネットワークにおける移動局のための代表的な受信条件
の図である。
【図３】移動局に無線リンクリソースを付与する際に使用されるキャリア周波数選択ロジ
ックの一例の図である。
【図４】図３のロジックフローのための更なる詳細の図である。
【図５】図３のロジックフローのための更なる詳細の図である。
【図６】ＢＳＣおよびＲＢＳの細部の一例の図である。
【図７】セル間負荷バランスに基づくキャリア周波数選択ロジックの一例の図である。

【図１】 【図２】
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